






「佐々木 拓哉」
東北大学 薬学部・大学院薬学研究科 薬理学分野 教授
専門分野: 神経薬理学・神経生理学
講義担当: 機能形態学・薬理学

経歴
2022/04-現在 東北大学大学院医学系研究科・教授（兼任）
2021/10-2022/12 東北大学大学院薬学研究科・先進脳創薬講座・教授（兼任）
2021/07-現在 東北大学大学院薬学研究科・教授
2020/07-2021/06 東京大学大学院薬学系研究科・特任准教授
2017/10-2021/03 科学技術振興機構 さきがけ研究員（兼任）
2014/10-2020/06 東京大学大学院薬学系研究科・助教
2013/02-2014/09 カリフォルニア大学サンディエゴ校(UCSD)・海外学振特別研究員
2011/01-2013/03 自然科学研究機構生理学研究所・学振特別研究員(PD)
2010/04-2011/03 埼玉大学脳科学融合研究センター・学振特別研究員(PD)

受賞等
2020/04 文部科学大臣表彰若手科学者賞
2019/03 日本薬学会奨励賞
2017/03 日本薬理学会学術奨励賞
2016/02 井上リサーチアォード
2016/02 コニカミノルタ画像科学奨励賞
2013/02 井上研究奨励賞
2012/08 日本神経科学学会奨励賞
2011/11 SfN special travel award …

現所属学会
2006- 日本神経科学学会
2006- 日本薬理学会
2005- 北米神経科学学会(SfN)

学会委員等
2016-現在 日本神経科学学会 HP委員
2010-2012 日本生理学会若手の会 運営委員・将来計画委員
2008-2010 脳科学若手の会 代表



■BtoB／BtoBtoC向けソリューションの国内市場予想

2022年見込 2021年比 2030年予想 2021年比

203億円 116.0% 1,158億円 6.6倍

■注目市場

■スタンドアロン型HMDの世界市場【VR表示機器】

2022年見込 2021年比 2030年予想 2021年比

4,195億円 152.7% 2兆4,639億円 9.0倍





会社名 サンダーボルト インタラクティブ S社 M社 T社 I社

価格（税抜）

（価格表をご覧ください）
円～

※追加ソフトによって
値段が変わります。

2,500,000円〜
「KYシミュレーター」

安全体感プレミアムプラン１ヶ月契約
月額費用(税抜価格150,000

円)165,000円
※別途PC・HMDが必要
※3ヵ月、半年で安くなる

「レンタル」 
1台38,500円(税込) 3日？

「売切り」
ソフト1本 約30万～80万円

「定額プラン」
616,000円(税込) 
※6ヵ月1ライセンス

3,480,000円～

体験内容
（コンテンツ数）

企業向け交通安全系 ６種
警察・学校向け １種
物流系 ３種
KYT ２種

※オリジナル受注あり

フォークリフト
※コンテンツ数は不明

労働災害系 約30種 労働災害系 約70種
自動車、トラック

・400種類以上のドライブシーンを収録

映像の種類 実写 CG CG CG CG

操作
なし

※VR内での視点制御操作

ハンドルコントローラー
アクセルペダル
手に持ったコントローラー

コントローラー
コントローラー
実際に動ける

ハンドル、アクセル、ブレーキ
※ゲームセンターにあるドライブ筐体に近い

特徴
（メリット）

・低コスト
・持ち運びが便利
・起動からスタートまでが短い
・操作が簡単
・リアル
・「自動車事故編」は一般財団法人日本交
通安全教育普及協会が監修
・事故体験とそれに伴った安全指導あり
・ハリウッド映画出演のスタントチームを
使用

・採点機能によって振り返りが出来る ・複数人同時に体験できる？
・英語、中国語等の多言語対応
・販売形態が定額、買取、レンタルと種類があ
る

・一般財団法人日本交通安全教育普及協会が監修
・車種・時間帯・場所・天気の変更可能

デメリット ・操作が出来ない（結果表示が無い）

・酔う人がかなり多いとの意見があった
・運転感覚は本物と違う
・セッティングが複雑（ハンドル、ブレーキ、
アンテナ等）

・自分から事故体験現場移動して事故が
起こるのでリアル感が無い
・CGでゲーム感覚であり、リアル感は薄い

・設置に場所を取る
・セッティングが複雑
・CGでゲーム感覚であり、リアル感は薄い

・費用が高い
・設置に場所を取る
・セッティングが複雑
・酔う人がかなり多いとの意見があった
・CGでドライブゲーム感覚であり、リアル感は薄い



http://thunderbolt-i.jp/










・３つの営業所に1台ずつ設置。

・週末（休み前）の終業後に一人ずつ
それぞれ１シーンを体験。

・毎週提出するレポートに他に気づい
た点等を記入し提出。

・希望者には平日または休日を利用し
して従業員の家族向けにも貸し出し
（トラック以外のコンテンツ等）

・２つの営業所へ交代で貸し出し。

・毎月1回、個人別に１～２シーンを
体験し「自分ならどうするか？」を
専用シート（自社制作）に記入した
上でディスカッションを行う。

・別コンテンツ（自動車事故編）等を
利用し、車通勤の人達にも積極的に
体験してもらう。

・経験が浅いドライバーを優先的にまずは研修予定。

・基本的には日常の業務からの帰宅前、次の日の業務に支障がない程度に
コンテンツや時間を設定し研修。

・ベテランドライバーにもシーン「万が一時の事故時の対応」は体験研修必須。

・入社時（新入社員・中途社員）の経験・未経験者問わず全コンテンツを
体験研修してもらう。
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